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通知 サー ビス と チャ ネル の 使い 方 


これ まで に , VMM (Verification Methodology Manual 
for SystemVerilog) で は 情報 の や り 取 り を 行う も の と し て , 
vmm_channel を 紹介 し まし た . この vmm_channel は デー 
タ の や り 取 り と 同期 を 同時 に 行う こと が で きる 使い や すい も の 
で し た . 今回 は , vmm_channel の 使い 方 を さら に 深め る と 
と も に , デー タ 以 外 の 情報 を や り 取 りす る vmm_notify に つ 
いて 紹介 し ます . (筆者 ) 


VMM Verification Methodology Manual for System 
Verilog) で は , デー タ を 通信 する た め に rmm channe1 
( チャ ネル ) が 用 意 さ れ て いま す . 


@ vmm_channel の 復習 

vmm ohanne1 で は , 通信 し た い デ ー タ の クラ ス を 
vmm data か ら 継承 し て 作成 すれ ば , マク ロ ~vmm channe1 
を 使う こと で 簡単 に 定義 で きま す . この マク ロ を 使っ て チャ 
ネル を 定義 すると, チャ ネル の 名 前 は 


デー タ ・ ク ラス channe1 


と な り ま す . リス ト 1 に 示す 例 は , デー タ ・ ク ラス xy gat 
の チャ ネル を マク ロ を 使っ て 作成 し た の で , チャ ネル 名 は 
xy dat channe1 と な り ま す . 

この チャ ネル を 使用 する に は , リス ト 1 に 示す よう に , 
new を 用 いて イン スタ ンス を 作成 する 必要 が あり ます . イ 
は E の 
タタ を 送信 する 場合 に は put, デー タ を 受信 する 場合 に は get 
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を 使用 し て デー タ を や り 取り し ます . 

ここ で 重要 な 点 は , get で は チャ ネル に デー タ が 存在 す 
れ ば その デー タ を 受け 取り 次 の 実行 に に ye みす チャ ネ 
ル に デー タ が な い 場 合 に は チャ ネル に デー タ が put さ れる 
の を 待つ こと に な る と いう こと で す . 10 
で な く , 同期 も 同時 に 行っ て いる こと を 頭 に 入れ て お きま 
あの 。 


人 vmm_channel の 使い 方 

VMM の 特徴 は , vmm channe1 を 使っ て トラ ン ザ クタ を 
自由 に 接続 で きる こと で す . これ に より 再 利用 が 容易 に な 
り , 最小 の 工数 で 最大 の テス ト ・ ベ クタ を 作成 で きま す . 
リス ト 2 の コー ド を 実行 する と , 図 1 に 示す よう な 動作 
を し ます . 時 刻 10 に pu を 開始 する の で す が , 実は 時 刻 
25 に put は 完了 し ます . 

この 理由 は , チャ ネル の バッ ファ が いっ ぱい に な っ て い 


リス ト 1 チャ ネル の 定義 方 法 


vmm data か ら 作成 し た クラ ス で あれ ば , ~vmm channe1 と いう マク ロ を 
呼び 出す だ け で , 通信 する チャ ネル の 定義 が 完了 する . 


c1agsg xxy da extendS Ymm daa: 
gtatio vmm 1og 1og=new ("XY _dat", "olagsg") : 
rand ]ogic[7:0] mX,mY: 
Eunotion new( ): 
SuDper . new (1og) : 
endFunot1ion 


// 必要 な Function,task を 定義 する 


endo1agg 


クラ ス xy_dat を 通信 する た め の 
~vmm channe1 (xy _ da) チャ ネル を 定義 較 


VMM, SystemVerilog, vmm_channel, チャ ネル , イン スタ ンス , トラ ン ザ クタ , ブロ ッ キ ング , peek, 


sneak, notify 
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る と put し よう と し て も で き な い の で , バッ ファ に 空き が デー タ 送信 処理 を 開始 する に は , どう し た ら よ い の で し ょ 


で る の を 待つ た めで す . 図 2 の コー ド で は 処理 の 速度 が 遅 うか . この よう な モデ ル を ブロ ッ キ ング 完了 モデ ル と いい 
いた め , デー タ 送信 側 タス ク gen) の 方 が 待た され る こと ます . 
に な り ま す . 
デー タ 送信 側 タス ク gen) が put し た デー タ を , デー タ ⑯ ブロ ッ キ ング な ど に 利用 で きる peek 
受信 側 タス ク con) が get し て 使用 する と , その get し た ブロ ッ キ ング 完了 モデ ル の よう な 場合 の た め に , チャ ネ 
時 点 で デー タ 送信 側 の put が 動作 を 再開 し ます . これ は , ル に は pseek と 呼ば れる task が 用 意 さ れ て いま す . seek は 
ー タ 受信 側が チャ ネル か ら デー タ を 取り 出す こと で バッ チャ ネル か ら デ ー タ を 取り 出す こと な く , デー タ を 見 る こ 
ファ に 空き が 生じ る た め , デー タ 送信 側 の タス ク の 処理 が と を 可能 と し まず seek と は , の ぞ き 見 する と いう 意味 ). 
再開 され る こと に な り ま す . リス ト 3 に 示す よう に , これ まで 受信 側 タ スク で get を 
1 回 呼ん で いた 処理 を , peek と SNR こ 分 け て 呼び 出 
vmm_channel の 使い 方 を さら に 深め る le 
peek を 呼び 出す と , チャ ネル に デー タ を 残し た まま デー タ 
図 2 の よう に , デー タ 受信 側 の 処理 が 完了 し て か ら 次 の を 参照 で きる の で , その デー タ を 用 いた 処理 を 行う こと が 
リス ト 2 
チャ ネル を イン スタ ンス し 使用 する 例 Reset dchan=new ("XY ohanne1", "u0") : ー ズ チャ ネル の イン スタ ンス 作成 図 
チャ ネル を 利用 する こと で , タス ク や トラ ン ザ xy_dat て: 


クタ 間 で 通信 を 容易 に 行え る . Eor (int =0, 1 < 10: 1++ ) begin 


上 = new: = ? 
t .randomize( ): デー タ 生成 側 タ スク 較 


#5 dohan .put (上 ) : 
end 
endtagk 


も tagk Con: 
xy_ dat て : 


Eor (inE =0: 1 < 10: ユ ++ ) begin 
dchan . 9et () : デー タ 受信 側 タ スク 較 ( 
#20 d.disp1ay ("sample data=" ): 


end 
endtagk 


ュ initia1 begin 
Fork 
gen (): 
con () : 
Join 
end 


デー タ 生成 側 較 デー タ 受信 側 較 
( タス ク gsn) 凶 チャ ネル 区 ( タス ク con) 凶 


デー タ の 生成 の 方 が 早い た め , 
時 刻 0 put が ブロ ッ ク さ れ て いる 較 


計 丸 


図 1 
チャ ネル を 用 いた 通信 の タイ ミン グ 計 応 
get されない と チャ ネル に バッ ファ が 空 か な い 
た め , デー タ 生成 側 は put で 待ち が 発生 する . 
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可能 と な り ま す . この 時 点 で は , チャ ネル か ら デ ー タ が 取 
り 出さ れ て いな いた 婦 チャ ネル の バッ ファ が 1 で 定義 され 
て いる 場合 ), デー タ 生成 側 の 処理 は ブロ ッ キ ング され て , 
put で 停止 し て いま す . 

受信 側 の 処理 が 完了 し た 段階 で get を 使用 する と , チャ 
ネル か ら デ ー タ を 取り 出し ます . デー タ を 取り 出す こと で , 
デー タ 送信 側 の put の ブロ ッ キ ング が 解除 され , 次 の デー 
タ 送 信 処 理 が 進め られ る こと に な り ま す . 

HDL の 記述 で は , ブロ ッ キ ング 代入 と ノン ブロ ッ キ ング 
代入 の 二 つ が 重要 な ポイ ント と な り ま す が , ブロ ッ キ ング 
と ノン ブロ ッ キ ング が VMM で も 利用 で きる こと が 分 か り 
ます . 検証 環境 を 構築 する と き に , 必要 に 応じ て 選択 する 
こと に な る の で , 頭 に 入れ て お きま し ょ う . 


@⑯ vmm_channel の バッ ファ ・ サ イズ の 変更 

ブロ ッ キ ング と ノン ブロ ッ キ ング の ほか に 検証 環境 で 
要 な も の と し て , 入力 や 出力 の バッ ファ ・ サ イズ が あり ま 
す . 実は vmm channe1 は デフ ォ ル ト で バッ ファ ・ サ イズ 
が 1 に な っ て いま す . 先ほど の peek を 使う 例 で は , バッ 
ファ ・ サ イズ が 1 の まま peek を 使う こと で ブロ ッ キン グ を 
実現 し て いま し た . し か し , 実際 に は バッ ファ ・ サ イズ が 


員 ! 


デー タ 生成 側 較 
( タス ク gen) 較 


ひと まとまり の 凶 
通信 処理 較 


チャ ネル 図 


2. デー タ の み を 受け 取り 』 


4. チ ャ ネル か ら 削 除 デー タ を 削除 図 理 


3. デー タ を チャ ネル か ら 必 
凶 


5. 次 の デー タ を 送信 革 6. デー タ の み を 受け 取り 


図 2 ブロ ッ ク 完 了 モ デル 


デー タ 受信 側 の 処理 が 完了 し て か ら , 次 の デー タ を 生成 し , 次 の デー タ を 生成 
する た め に put で ブロ ッ キン グ し た い 場 合 に は , リス ト 2 の 方 法 で は で き な い 


こと が 分 か る . 

リス ト 3 = 

peek を 用 いた ブロ ッ キ ング /* peek を 用 いた 処理 に 変更 
task Con: 

peek を 使う と , チャ ネル 中 の デー タ を の ぞ き 見 xy_dat て : 

( peek) する こと が で きる . これ に より , チャ ネル or (nt 1=0: 3 


に デー タ を 残し た まま 処理 する と , 送信 側 の 処理 を 


ブロ ッ キ ング で きる . 2 


デー タ 受信 側 | 
( タス ク con) 


dchan . pee 


OO 。  ' 処理 が 終わ っ た 段階 で gec を 使 陸 
8 デー タ を チャ ネル か ら 取 り 除 く 図 


endask 


WT『VITVI 活 用 テク ニッ ク 


1 で は な い 検 証 環境 が 必要 な 場合 も あり ます . 

バッ ファ の サイ ズ を 変更 する た め に は , vmm channe1 を 
イン スタ ンス 時 new を 呼び 出す と き ) に 第 3 引き 数 に サイ 
ズ を 指定 する か , reconfigure の 第 1 引き 数 に サイ ズ を 
入れ て 再 構成 する 必要 が あり ます . 

例え ば , バッ ファ ・ サ イズ を 3 に する た め に は , 


xy _ dat channe1] da chan 


= new( "name", "1nstanoe", 3): 


の よう に new を 使っ て イン スタ ンス 作成 時 に 設定 する か , 


dat chan .reconF1dure (3) : 


の よう に reconfigure を 用 いて 変更 する こと が で きま す . 

リス ト 2 の コー ド を , バッ ファ ・ サ イズ だ け 変 更 し て 実 
行 す る と , 図 4 の 動作 に な り ま す . vmm channe1 で は この 
よう に パッ ファ の サイ ズ を 変更 する こと が で き , さま ざま 


デー タ 生成 側 凶 
( タス ク gen) 凶 チャ ネル 凶 


デー タ 受信 側 較 
( タス ク con) 図 


時 刻 5 ----- - 
き 刻 10 ---- 壮 還 還 還 還 較 還 間 -------- に 
IODES 二 8 
時 刻 25 - 
デー タ 生成 
詩 刻 30 コロ 
19A6nGG ジロ 
詩 刻 50 に 
デー タ 生成 困 
計 刻 55 四 
1900G3 ン 


図 3 peek を 用 いた 場合 の 動作 

peek を 使う こと で チャ ネル か ら デ ー タ が 取り 除 か れ な いた め , デー 
タ 生成 側 は put で 停止 し た まま に な り , get で デー タ を 取り 除く と , 
次 の 処理 を 開始 する . 


peek で は チャ ネル に デー タ を 残し た まま 
デー タ を 読み 出す こと が 可能 


に 
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な 検証 の 状態 を 作り 出す こと が 可能 で す . 


⑯ こっ そり 書き 込む sneak 

peak ば こっ そり の ぞ き 見 する "task で し た が ,“ こっ 
そり 書き 込む "sneak と いう Function も あり まず sneak 
と は ,「 こっ そり 入る 」 と いう 動詞 )、 チャ ネル の バッ ファ 
が 満杯 で あっ た と し て も , チャ ネル に デー タ を 入れ る こと 
が で きま す . 

デザ イン を 監視 する モニ タ な ど で は , 基本 的 に デー タ を 
すべ て 記録 する 必要 が あり ます . この よう な 場合 に は 
sneak を 使う こと で バッ ファ が フル か どう か 考え る こと な 
く , 処理 を 継続 で きま す . 

バッ ファ を 大 きく する と いう 手法 も 使え ます が , バッ 
ファ を いく ら 大 きく し て も 安全 と いう こと は あり えま せん 
( VMM は 再 利用 可能 な 検証 環境 を 構築 する こと が ポイ ント 
の ひと つ だ が , 別 の プロ ジェ クト で 再 利用 する と き に も 安 
心 な バッ ファ の 数 な ど は 分 か ら な い ). 

また , ここ で 「 な ぜ peek は task で , sneak は 
function な の か ? 」 と いう 疑問 が 出る か も し れ ま せん . 

function は ゼロ 遅延 で あり , task は 時 間 を 持つ 処理 を 
記述 する も の で す . よっ て , sneak は ゼロ 遅延 で , 確実 に 
チャ ネル に デー タ を 投入 する た め の も の に な り ま す . 


デー タ 以 外 の 情報 を 渡す notify 


ここ まで , デー タ の や り 取り を 中 心 に 行う vmm channe1 
を 説明 し て きま し た が , これ だ け で は 十分 で な い 場 合 も あ 
り ま す . 例え ば , デー タ や ト ラン ザク タ の 状態 を 知り たい 
場合 おど が あり ます が , その 状態 を vmm channe1 で すべ 


gen チャ ネル 凶 Con 


時 刻 5 -- 
時 応 10 - ピ ーーー 還 還 還 間 
時 刻 15 トーーーーーーー ト ーーーーーー | テ 
時 刻 20 -- ーー | | 粒 還 結 | 8 
時 記 85 sm 


4 チャ ネル の バッ ファ を 3 個 に し た 場合 の 動作 


バッ ファ を 3 個 に する こと で , バッ ファ に デー タ が フル に な る まで put する 
こと が で きる . 
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て を 通信 し よう と する と , テス ト ベン チ が くも の 巣 の よう 
に な っ て , 再 利用 な ど で き な く な っ て し まい ます . 

VMM で は , デー タ 以 外 の 情報 を 渡す 方 法 と し て 
vmm notify が 用 意 さ れ て いま す . この vmm_notify に は , 
以下 の 三 つ の 同期 モー ド が あり ます . 
eoNE SHor: 通知 の 指示 を 待っ て いる スレ ッ ド の み が 通 

知 を 受け る 

egrasT: 通知 が 指示 され る と き の 同 じ ス テッ プ で , 通知 

の 指示 を 待っ て いる すべ て の スレ ッ ド が 通知 を 

受け る . 

eoN Oo: ON, OFF の レベ ル で 通知 を 行い , 明示 的 に 
リセ ッ ト する まで 通知 が 持続 され る . 

ここ で は , oNg _sHor と oN orp の 使用 方 法 を 説明 し ます . 


@⑯ ONE_SHOT は 1 時 点 で 有効 な イベ ント を 発生 

ONEg SHom の notify で は , ある 1 時 点 で 有効 な イベ ント 
を 発生 する こと が で きま す . その イベ ント を 受け 取る の は , 
その イベ ント が 発生 する 前 に イベ ント 待ち に 入っ た も の に 
な り ま す . その 通知 イベ ント を 使う た め に は , 以下 の ス 
テッ プ が 必要 に な り ま す . 

1) conEigure に よっ て 新しい 通知 を 定義 する . 
2) wait Eor で イベ ント 待ち を 行う . 
3) indioate で イベ ント を 発生 させ る . 

簡単 な サン プル を リス ト 4 に 示し ます . 

vmm notify を 使っ て 新しい 通知 を 定義 する 場合 に は , 
まず メッ セー ジ ・ サ ービス を 定義 し て お きま す . これ は , 
vmm notiEy で も メッ セー ジ ・ サ ービス を 利用 する た めで 
す . 次 に 通知 サー ビス で ある vmm notify の nt1 を 作成 し 
ます . 実際 に イベ ント を 使う た め に は この nt1 に 対し て 
configure を し て , 新しい 通 燃 イベ ント ) を 作成 し ます . 
ここ で 作成 され た 通 舌 イベ ント ) は 識別 ID) で 管理 さ 
れる の で , configure の 返り 値 を 覚え て お く 必要 が あり 
ます . 

この 変数 t+ を ID に 持つ イベ ント を 待つ に は , 


通知 サー ビス .wait for( 識 別 子 ) 


と 記述 し ます . この 場合 は 通知 サー ビス が nt, 識別 子 が 
t1 で 管理 され て いる の で , 


nt1 .wa1 七 fFor (上 1 ) 


と な り ま す . 
この 変数 t+ を ID に 持つ イベ ント を 発生 させ る た め に は , 


通知 サー ビス .indqicate (識別 子 ) 


LU 


と し ます . イベ ント 待ち と 同様 に 通知 サー ビス が nt1, 識 
別 子 が t1 で 管理 され て いる ので, 


nt1 . indioae (上 1 ) 


で , イベ ント を 発生 させ る こと が で きま す . 
この サン プル の 実行 結果 は 


CHECK1 : ONE SHOT 


に な り ま す . 

5 に 示す よう に , cmmck1 で は イベ ント を 発生 する 前 
に wait for で 待ち に 入る と , その 後 の inaicate で 待ち 
が 解除 され ます . また , cmgck2 で は , wait Eor を 呼ん だ 
後に まだ inaqicate が 呼ば れ て いな いた め , 次 の イベ ント 
を 待っ て いる 状態 に な り ま す . 


@ ON_OFF は 継続 する ON/OFF の 状態 を 使っ た 通知 
oNE SHor は イベ ント を 受け 渡し する た め に 利用 し ます 
が , 状態 を 扱う に は 不適 当 で す . その た め , 状態 を 持つ 
oN om を 用 いた ymm notify を 紹介 し ます . 
oN_ orr の 通知 イベ ント を 使う に は , 以下 の ステ ッ プ が 
必要 に な り ま す . 


リス ト 4 
ONE_SHOT の vmm_notify 
の 使用 例 

wait for を 使う こと で イベ ン 
ト を 待ち , inqicate を 用 いて 
イベ ント を 発生 させ られ る . 


vmm 1og 1og=new ("NOTTEY", 
vm not1Ey nE1=new (1o9) : 
nt 上 1: 

nitia1 begin 


t1 = nt1.confFigure (, 


#100 nt1 .1indioate (1) : < 


"olags8『) : 


ーーー 1 


vmm not1fy: :ONE SHOT) , = 
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1) conEigure に よっ て 新しい 通知 を 定義 する . 


2) wait or で イベ ント 待ち を 行う 
3) inagicate で イベ ント を 発生 させ る . 


簡単 な サン プル を リス ト 5 に 示し ます . 

oNg sHor と 同様 に 通知 サー ビス nt1 を 作成 し ます . こ 
の と き , メッ セー ジ ・ サ ービス を 登録 する と ころ も onmg_ 
SHOT と 同じ で す . 通知 サー ビス nt1 に 対し て configure 
で , oN_ogr の 新しい 通知 を 作成 し ます . この と き , 
oN om の 通知 も 識別 来 ID) を 用 いて 区 別 さ れる の で , 変 
数 に その 識別 子 を 保存 し て お く 必要 が あり ます . 

この oN ogg の 通知 は , ON を 待つ 場合 に は , 


0 


通知 サー ビス .wait for( 識 別 子 ) 


を 使用 し ます し , OFF を 待つ 場合 に は , 


通知 サー ビス .wait for off (識別 子 ) 


時 刻 100 時 刻 200 


wait for で 監視 


CHECK1 ー 
次 の indicate 
待ち 較 

EVENT 生成 図 ー 時 間 【 


indiicate 
図 5 ONE_SHOT の 動作 イメ ー ジ 


wait For で ONE SHOT イ ベン ト を 待っ て いる と , indicate に よる イベ 
ント に より 待ち を 解除 する . 


vmm notify で 使用 する メッ セー ジ ・ サ ービス 還 
の イン スタ ンス を 作成 較 


ーーーーーーーー へ 、、 


vmm notify の 変数 宣言 お よび イン スタ ンス 
する . この 時 に , 先ほど の メッ セー ジ ・ 較 


し サー ビス を 引き 数 と し て 渡す 凶 


ONE_sHor 型 の 通知 を 作成 し , 


#1000 
end 
nitia1 begin  /* CHECK1 */ 


$SFinish: 


層 


nt1 .wait For( モ 1) : = 
$disp1ay ("CHECK1 : 
end 


nitia1 begin 
#200 


/* CHECK2 */ 
nt1 .wa1t For( 上 1) : = 


ONE SHOT *t",$t1me) 


ゴ その ID を t1 に 設定 する 図 
t1 に ONE SHOT イベ ント を 発生 する 


て 
いい に イ ベン ト が 発生 する の を 待つ 鐘 


$disp1ay ("CHECK2 : 
end 


oNg_SHOT_ WE!$EHme): ーー7 て ュ に イベ ント が 発生 する の を 待つ 
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リス ト 5 


vm 1og 1og=new ( "NOTTEY", "class『) 』 
ON_OFF の vmm_notify の 使用 例 Se も SHIEL こ ISWOCTBg 9 ON Orp 型 の 通知 を 作成 し , 
ON を 待つ に は wait for, OFF を 待つ に は wait_ 1nt 上 1: の 


Eor off を 利用 する . ON に する に は indgicate, OFF に 
する に は reset を 使用 する . 


#100 
#500 


end 


nitia1 begin /*CHECK1*/ B 
写 


nt1 .wait for( 上 1) : = 
$disp1ay ("CHECK1 : ON 上" , 8 上 1me) : 


end 


nitia1 begin 
nt1 .wait For(t1): 
$display ("CHECK2: ON 上", St1me) : 


#200 


end 


nitia1 begin 


: ーー い が OFF に な る の を 待つ 
$display ( "CHECK3 : OFFE る 上 リ ,$E1me) : 


井 300 nE1 .waiE For off (1) 


end 


CHECK1 


CHECK2 


CHECK3 


ON_OFF 図 


図 6 通知 サー ビス 較 


ON_OFF の 動作 イメ ー ジ 
ON_OFF は 状態 な の で , ON OFF) 状態 で あれ ば , 
wait fo wait for off) は 即座 に 待ち が 解除 され る . 


を 使用 し ます . また , すでに ON OFF) の 場合 に wait_ 
fo wait for ofF) を 呼ぶ と , す ぐに 待ち が 解除 され ます . 

リス ト 5 を 実行 し た イメ ー ジ が 図 6 です. cmgck1 は ON 
に な る 前 か ら wait for を 開始 し , ON に な っ た と き に 待 
ち が 人 解除 さ れ て いま す . cmgck2 は ON に な っ て か ら 
wait for を 呼び 出し て いて , 即座 に 待ち が 解除 され て い 
ます . cmgck3 は OFEF を 待っ て , reset が 呼ば れる と OFF 
に な る の で , 待ち が 解除 され る こと に な り ま す . 


信 チャ ネル に は notify イベ ント が セッ ト さ れる 
VMM の ライ ブラ リ で は , notify を 用 いた 通知 が いろ 
いろ な と ころ に 埋め 込ま れ て いま す . 


例え ば , vmm channe1 では, FULTi, EMPTY, PUT, 


GOT, PEEKED, ACTTVATED, ACT STARTED, ACT 


エ 


COMPTLETED, ACT REMOVED, LOCKED, UNCLOCKED と いつ 


た イベ ント が あら か じ め 定 義 さ れ て いま す . ユー ザ は これ 
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nitia1 begin 


t1 = nt1.configure (, vmm not1fy::ON OFEF) : 際 
nt1 .1ndioate (1) : を ON に する 


wa1 fFor 


耳 その ID を t1 に 設定 する 図 


EC 。 ーー ニョ 
500.9EJn48hb7 t1 に OFF リセ ッ ト ) す る 


が ON に な る の を 待つ 図 
プ 


/*CHECK2*/ 7 へ 
が ON に な る の を 待つ 図 


/*CHECK3* / 


時 刻 100 時 刻 200 時 刻 300 時 刻 600 


| 


1 
1nd1oae 


ら を 使用 し て チャ ネル の 情報 を 取得 する こと が で きま す . 
この イベ ント を 拾う プロ グラ ム を リス ト 6 に 示し ます . 
これ に より , チャ ネル 上 の イベ ント を 利用 し て 処理 を 行う 
こと も 可能 に な り ま す . 


チャ ネル と 通知 の 連携 


vmm channe1 に は , あら か じ め メ ソ ッ ド に 通知 が 埋め 込 
まれ て いま す . ここ で , vmm channe1 の メソ ッ ド を さら に 
四 つ 紹 介し まず リス ト 7). 

vmm channe1 に は , アク ティ ブ ・ ス ロッ ト と いう 考え 方 
が あり ます . vmm channe1 で 有効 に な か っ て いる デー タ と 考 
えれ ば よい と 思い ます . 
eactivte: 先頭 の デー タ を アク ティ ブ ・ ス ロッ ト に 入れ , 

アク ティ ブ ・ ス ロッ ト の 状況 を pgNprNe に し 
ます . 


WV TVMITMI 活 用 テク ニッ ク 
ESECEESHIEEEGE 


リス ト 6 チャ ネル に は vmm_notify が 組み 込ま れ て いる リス ト 7 チャ ネル の 操作 を 詳細 化 
vmm channe1 は 動作 ご と に 通知 が 発生 され る よう に あら か じ め 作 成 さ れ て お り , こ vmm channe1 で は チャ ネル の 状況 の 詳細 を 示す メソ ッ 


の 例 で は peek, get, put の イベ ント を 受け 取る こと が 可能 . ド を 使用 する こと で , より 詳し い 状態 を 通知 で きる . 


initia1 begin 
while(1) begin 


dchan . notifFy .wa1 For(vmm channe1] : : PEEKED) : の 
5 と な 3 悦 
Sdisp1ay ( "NOTTEY : PEEKED @% 上 ", $ime) : され る の を 待つ 凶 


end 

end 

initia1 begin 
while(1) begin 


dchan . not1fy .wa1t For(Vmm channe1 : :GOT) : 


$display ("NOTTEFY: GOT @ る 上 ", SE1me) : 
end 
end 


ュ initia1 begin 
while(1) begin 


dchan . not1fy .wa1t For(Vmm channe1 : : PUT) : エ 


$display ("NOTTEFY: BUT @ る 上 ", SE1me) : 
end 
end 


リス ト 8 

詳細 の 通知 を 受け 取る 記述 例 

vmm channe1 の 状況 を 外部 か ら 検 出す る こと が 可 
能 で あり , この 通知 を 利用 し , あと か ら , さま ざま 
な 処理 を 組み 込む こと が で きる . 


estarE: アク ティ イブ ・ ス ロッ ト の 状況 
ま : の 。 


ecomplete: アク ティ ブ ・ ス ロッ ト の 状況 を coMpri 


に し ます . 


eremove: アク テイ ブ ・ ス ロッ ト の 状況 を rNacrrvg に 


For(1nE =0:1<10: ュ エ ++) beqgin 
R dchan . activate (myda) : 
チャ ネル が peekM 井 20 dchan . star ( ) : 
#60 dochan .complete() : 
韻 20 dochan . remove ( ) : 
end 


チャ ネル が get 
され る の を 待つ 図 


チャ ネル が put 凶 
され る の を 待つ 図 


ュ initia1 begin 
while(1) begin 
dochan . notiEy .wa1t For(Vmm channe1 : :ACTTVATED) : acitvate( ) を 待つ 図 
$disp1ay ("NOTTEFY: ACTTVATED @ る 上 リ , Sime) : 
end 
end 
initia1 begin 
whi1e(1) begin 
dchan . notify .wa1t For(Vmm channe1 : :ACT STARTED) : gtart( ) を 待つ 凶 
$disp1ay ("NOTTFY: ACT STARTED @$% 上 ", Stime) 
end 
end 


ュ initia1 begin 
whi1e(1) begin 
dchan . not1fy .wa1t For(Vmm channe1 : :ACT COMPLETED) : comp1ete( ) を 待つ 図 
$disp1ay ("NOTTFY : ACT COMPLETED @ き 上 ", $E1me) 
end 


end 
initia1 begin 
whi1e(1) begin 
dchan . no1fy .wa1 For(Vmm channe1 : :ACT REMOVED) : remove( ) を 待つ 図 
$disp1ay ( "NOTTFY: ACT REMOVED @ も 上 ", $ 上 1me) : 
end 
end 


を sraRTEgD に し り 込み が 難し いと ころ で す が , VMM で は こう いっ た 機能 
が 埋め 込ま れ て お り , 少し ずつ テス ト ・ ベ ンチ を 高度 化す 


| 


TED る こと が で きま す . 


あか ぼ し ひろ き 
( 株 ) ソ リュ ーション ・ デ ザイ ン ・ ラ ボラ トリ 


し , デー タ を チャ ネル か ら 取 り 除き ます . 
この 四 つ を 使っ て , リス ト 3 の ブロ ッ キ ング 処理 を 書き 


換え た の が リス ト 8 で す . こう する こと で , イベ ント が 発 の 二 当 Hmk デ 


生 し た と き の 処 理 を 記述 し た り , ログ を 曲 
と が 容易 に で きま す . 


こう いっ た 点 は , 通常 の 検証 環境 を 作成 する 場合 に は 作 


赤星 博 輝 . ハー ド ウェ ア の 検証 と ソフ トウ ェ ア の テス ト の 融合 が 
H 力 し た りす る こ 現在 の テー マ で す . ハー ド ウェ ア で は Verification Methodology 
Manual と SystemVerilog を 推進 し , ソフ トウ ェ ア で は RTOS 
を 中 心 に 活動 中 で す . 
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